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１．背景と目的 

ストレスが多いと言われる現代社会において，アロマテ

ラピーに代表されるような，「香り」を活用したリラック

ス法は，女性を中心に定着している．また，「香り」を情

報の一つとして離れた場所に伝えることや，色々な香りの

レシピを交換して楽しむなどのサービスも提案されており，

五感情報通信の一つとして研究・開発が進められている[1]． 

ところで，「香り」はリラックス効果だけでなく，集中

力・記憶力を高めることや風邪の予防などにも利用でき，

ヨーロッパでは代替医療としても活用されている[2]．した

がって，リラックスを目的とした利用だけでなく，様々な

場面に適切に利用することによりその価値は更に高まると

考えられる． 

このような背景の下，本研究ではアロマテラピーと情報

技術を用い，住宅やオフィスなどで，人・場面・場所に合

わせて適切な香り空間を構築するためのシステムの構築を

目指している．システムは JSP/Servlet により構築されたア

ロマテラピーに関する情報を管理・活用する機能と，得ら

れた情報に基づいて香りを発生する"香りノード"を無線経

由で制御する機能からなる．本稿では，本システムの構成

とその機能について報告する． 

2 ．システム構成 

図１に本システムの構成を示す．システムはウェブサー

バ及び JSP/Servlet で開発したウェブアプリケーション，

ZigBee による無線通信で制御される香りノードから構成さ

れる．  

ウェブアプリケーションは，非常に多くの種類がある精

油の中から人の状態・場面・場所に合ったものを選択する

ために利用する．また，アロマテラピーの基礎知識を学ぶ

ための情報も提供する．         

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

無線化された香りノードは，香りを利用したい場所に自

在に配置することができ，ウェブ上から香りの制御ができ

る．香りノードから芳香できる香りは，利用状況に合わせ

て 1 種類から数種類まで変更する．また，ブラウザでウェ

ブアプリケーションにアクセス出来さえすれば，全ての操

作を行うことができるため，iPhone / iPad 等のモバイル端

末からいつでも操作することが可能である． 

3．ウェブアプリケーションとその機能 

図２はウェブアプリケーションのトップ画面，図３は機

能階層を示している．図に示した通り，トップページから

「今日の香り診断」「効能別検索」「精油名検索」「香り

別検索」「シーン別検索」「香り空間を作る」の６つの機

能を利用できる．  

「効能別検索」「精油名検索」「香り別検索」では目的

に合わせて様々な方法で精油情報を検索することが出来る

ようになっている．「今日の香り診断」はユーザの体調に

合った精油を見つけることが出来る機能である．提示され

た質問にチェックボックスやラジオボタンで答えていく問

診式で，最初の質問である性別の回答に基づいて禁忌チェ

ックの項目と症状診断の項目が変動する．禁忌チェックと

は，使用者の体調によって身体に影響を及ぼす精油がある

ため，使用してはいけない精油を未然に回避するためのチ

ェックである．この設問への解答後，症状選択のチェック

に進む．そこでは，体や心の症状を自己診断でチェックし，

診断ボタンを押下することで結果画面に進む．質問に回答

した結果としてデータベース上のデータから回答者に適し

たお勧めの精油が 10 位まで提示される．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：ウェブアプリケーションのトップ画面 
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図１： システム構成 
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図３：ウェブアプリケーションの機能階層 

 

「シーン別検索」では住宅やオフィスにおいて，場所別

に予想される状況にあった香りを提示する．例えば，勉強

部屋ならば"集中力・記憶力を高める"，寝室ならば"ぐっす

りと休める"などの場所と目的にあった香り情報が得られ

るようになっている． 

以上述べた検索機能を活用して得られた情報をもとに，

「香り空間を作る」へ進み，香りノードの操作を行う． 

 

4．香りノードとその機能 

本システムでは，ウェブアプリケーションと連携して 

香りを発生させるため，2 種類の香りノードを準備した．

香りノードはいずれもマイコンボードと ZigBee により無

線ネットワーク経由での制御を可能としている． 

香りノードⅠと名づけた図４の香り発生器は６種類の香

りを発生させることができる（株式会社ミラプロ社製アロ

マジュールを利用）．多種類の香りを発生させられること

から，生活の主要空間に設置して使用することを前提とし

た．また，図５に示す香りノードⅡ（株式会社アルタコー

ポレーション社製を利用）は，実際の利用においては１～

３種類程度まで香りを発生させる場合での利用を想定して

いる．香りノードの操作はウェブアプリケーションの香り

ノード操作用のページから行う事ができる． 

香りノードには温度・湿度センサを搭載しており，取得

されるデータをウェブサーバで収集することが可能である．

今後，収集したデータを香り空間構築のためや室内環境の

制御などに活用する仕組みを構築する予定である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４：香りノードⅠ     図５：香りノードⅡ 

 

 

 

 

5． 活用のイメージ 

本システムでは，データベース情報や問診機能によっ

てユーザやその場面に適した精油を導き出し，無線ネット

ワークで接続された香りノードとの連携により，人・場

面・場所に合わせた香り空間を自在に作り出すことを目指

している． 

例として図６に示した住宅の場合を考えてみる．住宅に

は居間，寝室，書斎，子供部屋など目的に合わせた部屋が

存在する．例えば，居間で一日の疲れを癒しながら映画を

見たい時に適した香りや，書斎で集中して作業を行いたい

ときに適した香りなどをウェブアプリにより決定し，香り

ノードを用いて香り空間を構築することが考えられる．ま

た，帰宅前にモバイル端末からのアクセスにより適切な香

りを準備しておくなどの活用も可能である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６： 香り空間構築の例（住宅の場合） 

 

6．まとめと今後の課題 

ヨーロッパでは代替医療としても活用されているアロマ

テラピーをリラックスを目的とした利用だけでなく，様々

な場面で適切に活用することを目指し，ウェブアプリケー

ションと無線ネットワークの連携により香り空間を実現す

るための仕組みについて検討し，基本的なシステムの構築

を行った． 

今後の課題として，ウェブアプリや香りノードの高機能

化があげられる．例えば，利用者の体調や利用履歴，生活

パターンなどを記録して活用することや，気温，湿度，天

候，季節などの外的要因も加味した香りサービスを提供で

きるシステムとして改良を進めたいと考えている． 
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